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長野県立武道館の外観

長野県立武道館͕ॡ
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セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
出
席
者
を

限
定
し
た
形
で
実
施
さ
れ
、
午
前
10
時
30

分
よ
り
始
ま
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
阿あ

部べ

守し
ゅ

一い
ち

長
野
県
知
事
が

挨
拶
に
立
ち
、「
平
成
28
年
５
月
に
策
定

し
た
『
県
立
武
道
館
基
本
構
想
』
に
基
づ

き
、
４
年
の
歳
月
を
か
け
て
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
県
の
武
道
振
興
の

中
核
的
拠
点
施
設
と
し
て
、
全
国
に
誇
れ

る
施
設
が
完
成
し
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所
が
武
道
の
聖
地

と
し
て
、
多
く
の
方
々
に
夢
や
感
動
を
も

た
ら
し
、
末
長
く
愛
さ
れ
る
施
設
と
な
る

よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。
続

い
て
、
栁や
な

田ぎ
だ

清せ
い

二じ

佐
久
市
長
、
萩
は
ぎ
わ

原ら
き

清よ
し

長

野
県
武
道
連
絡
協
議
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
阿
部
知
事
、
小こ
い

池け
き

清よ
し

県
議
会

議
長
、
原は
ら

山や
ま

隆り
ゅ

一う
い
ち県
教
育
委
員
会
教
育

長
、
長は

谷せ

川が
わ

朋と
も

弘ひ
ろ

県
建
設
部
長
、
栁
田
市

長
、
神こ
う

津づ
た

正だ
し

市
議
会
議
長
、
萩
原
県
武
道

　

信
州
の
武
道
の
殿
堂
と
な
る
長
野
県
立
武
道
館
が
長
野
県
佐
久
市
に
完
成
し
、
３
月

26
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
挙
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
館
は
全
国
の
武
道
館

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
を
目
的
に
、
５
月
25
日
、
全
国
都
道
府
県
立
武
道
館
協
議
会

（
全
国
の
都
道
府
県
立
・
市
町
村
立
武
道
館
相
互
の
連
携
を
図
り
、
武
道
の
普
及
・
推
進

を
図
る
た
め
に
日
本
武
道
館
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
）
に
加
盟
し
た
。

長野県に初の県立武道館誕生

来賓ら 13 名によるテープカット

長野県立武道館の外観
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連
絡
協
議
会
長
、
林
は
や
し

泰や
す

章あ
き
ら（

公
財
）
長
野

県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
理
事
長
ら
、
計
13
名
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、竣
し
ゅ
ん

工こ
う

を
祝
っ
た
。

◇

○
今
後
の
展
望

　

長
野
県
に
お
け
る
武
道
振
興
の
中
核
的

拠
点
と
し
て
、
大
会
・
講
習
会
等
で
の
優

先
的
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
多
く

の
県
大
会
・
北
信
越
大
会
を
開
催
す
る
ほ

か
、
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
、
合
宿
等
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

　

ま
た
、
各
武
道
団
体
と
連
携
・
協
力

し
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え
る

た
め
の
取
り
組
み
や
、
多
く
の
方
々
に
武

道
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
企
画
し
、
武
道
の
振
興
を
図
っ
て
い

く
。
一
方
、
多
目
的
利
用
の
観
点
か
ら
、

武
道
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
文
化
・
芸
術
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
等
、

幅
広
い
用
途
に
も
活
用
し
て
い
く
予
定
。

　

２
０
２
７
年
に
本
県
で
の
開
催
が
計
画

さ
れ
て
い
る
国
民
体
育
大
会
に
向
け
、「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
元
気
な
長
野
県
づ
く

り
」
の
一
翼
を
担
っ
て
い
き
た
い
。

（
長
野
県
教
育
委
員
会
）

▷所在地：長野県佐久市猿久保 165 ー 1
　　　　　（佐久市駒場公園内）
▷建築概要
　　敷地面積：22,323㎡
　　建築面積：10,720㎡
　　延べ面積：12,382㎡
　　構造：RC 造 + S 造＋ 木造、地上２階建
▷施設概要
　　主道場　床面積 2,348㎡（柔・剣道場６面利用可）
　　　　　　観客席　２階固定席 1,512 席
　　　　　　　　　　１階可動席 約 2,000 席
　　　　　　　　※最大約 3,000 席（ステージ使用時）
　　柔道場　３面　床面積 763㎡　観客席 200 席
　　剣道場　３面　床面積 763㎡　観客席 200 席
　　その他　会議室（大・小各１室）
　　　　　　師範室・器具庫・シャワー室等
　　駐車場台数：約 200 台（大型含む）
▷利用可能スポーツ
　　武道、卓球、バドミントン、レクリエーションスポーツ、
　　ボッチャ等
▷指定管理者
　　シンコースポーツ・NTT ファシリティーズ共同事業体

主道場

特徴
・長野県の武道振興の中核的拠点となる施設として、武道の特性を踏まえた機能を確保
・多目的に利用できる「選ばれる施設」となるよう、利用者の目線で必要な設備を整備
・県産材の活用や、誰もが利用しやすいユニバーサルデザインに配慮
・周辺地域の環境との調和や緑化など、環境・景観に配慮

柔道場

剣道場

■長野県立武道館　施設概要



4

〈広告〉

好
評
発
売
中

A5判・並製・346頁・1600円＋税
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

日本武道館 編

日本の武道

（B５判・上製・箱入・526 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

日本の元徳

菅野 覚明 著
東京大学大学院教授

（ 四六判・上製・334 頁 ）

霊箭
阿波研造物語

馬見塚昭久 著
小学校教諭

（ 四六判・上製・320 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

武道の全容をこの一冊に集大成！ 『日本の武道』の英文版（DVD付）

武道における礼法を小笠原流宗家が直々に指南

希代の弓人阿波研造の人物伝 日本人が拠り所としてきた価値観を詳説

弓道 その魅力

岡村豊太郎 著
山口大学名誉教授

（ 四六判・上製・272 頁 ）

『五輪書』などの代表的な武道伝書を詳解 著者の半生をたどり、弓道の魅力に迫る

武道をわかり易く描いた教養マンガ

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278 頁 ）

武道伝書を読む

湯浅　晃 著
天理大学教授

（ 四六判・上製・348 頁 ）

子どもを育む武道の教育力を詳説 武道の文化的・伝統的な事柄を解明

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
中村 民雄 著

福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー
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